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対象学科 学年 必・選 履修・学修 単位数 授業方法 授業期間 
機械システム工学科 １年 必修 履修 ３単位 通年 実習 

目 標 

① ものづくり・機械工作法の基本として位置付けられる溶接・機械加工，測定・手仕上げ、

及び電気電子回路について、実習を主体にして加工の原理・方法及び装置工具の構造・操

作法を理解し習得する。 

② PBLを交えた実習発表で各自の理解を深め，自主学習能力を養う。 

高 専 目 標 
１ ２ ３ ４ JABEEプログラム名称  

○  ◎  JABEEプログラム教育目標  

授 業 概 要、 
方  針、 
履修上の注意 

授業では，まず実習の意義や安全など基本的なことを理解してから各種加工法の原理・方法と，

装置工具の構造・操作法を学習する。また，危険予知トレーニング（PBL１形式）により安全確保の
考え方を学び，技術の理解を深めるための PBL2 課題を提示する。…（PBL２課題については自
己調査・学習が求められる） 
この後，実習作業を行い加工技術・技能を習得する。各加工法の実習の最終週では作品の結果

と，ＰＢＬ２課題の調査結果について発表・討議を行い，種々の視点から技術を深く理解する。 実

習日誌は（毎週）提出し，各実習テーマ完了後には最終報告書と PBL２の調査報告書をまとめ
る。…（日誌・報告書は個人の実習・調査結果と考察が示されていること。） 
実習は数人ごとの５班にわかれて教員・技術職員の指導のもとに行う。実習テーマは５テ

ーマで、各テーマを５～６週で実習を行う。 
本講義では、作業服・作業帽・安全靴を必ず着用するとともに、安全作業に心がけること。

評 価 方 法 

各実習コースの作品及び日誌・報告書（含むＰＢＬ報告書）と定期試験とで評価する。評

価ウェイトは作品２０％、日誌・報告書５０％、定期試験３０％とし、６０％以上で単位

を認定する。本人以外の日誌・報告書をコピーして提出した場合は０点とする。 

教科書・教材 基礎シリーズ機械実習（上・中・下）、教職員作成の実習指導書 

参 考 図 書 機械工学便覧、機械加工・溶接・鋳造に関する参考図書 

授  業  計  画 

授  業  項  目 時

間
授  業  内  容 

1. 授業内容の説明 
 測定・手仕上げ実習 3 

授業全体の内容及びＫＹＴを説明し、理解させる。 
測定機器の原理、使用方法について学習する。 

2. 測定・手仕上げ実習 
3 
長さ測定（ノギス、マイクロメータ）について実習する。

文鎮材料のケガキ、切断、やすりがけについて学習する。

3. 測定・手仕上げ実習 
3 
文鎮の底面の平面部分のヤスリがけ、上面部分のケガキ・

ヤスリがけについて学習する。 
4. 測定・手仕上げ実習 3 穴あけ、ねじ切り、端面の曲面仕上げについて学習する。
5. 測定・手仕上げ実習 3 仕上げ作業について学習する。 
6. 測定・手仕上げ実習 3 ＰＢＬ討議、仕上げ状態の評価法について学習する。 
7. 旋盤実習 3 機械の操作説明・使用練習 外径加工・端面加工について

学習する。 
8. 旋盤実習 3 外径加工と自動送りを使った外径加工について学習する。
9. 旋盤実習 3 端面加工による全長仕上げ・段差加工・溝入れ加工につい

て学習する。 



10. 旋盤実習 3 面取り加工・ねじ切り加工について学習する。 
11. 旋盤実習 3 PBL討議・加工精度、表面状態の評価法について学習する。
12.フライス盤・平面研削盤実習 3 立フライス盤基本操作説明、正面フライス作業(丸棒から角

棒の製作) について学習する。 
13. フライス盤・平面研削盤実習 3 エンドミル作業（端面切削）について学習する。 
14. フライス盤・平面研削盤実習 3 平面研削盤基本操作説明・平面研削作業について学習す

る。 
15. フライス盤・平面研削盤実習 3 横フライス盤作業・溝入れについて学習する。 
16. フライス盤・平面研削盤実習 3 製品の寸法確認・PBL討議・精度評価法について学習する。
17. 溶接実習 3 被覆アーク溶接の説明、ビデオ学習・被覆アーク溶接につ

いて学習する。 
18.溶接実習 3 被覆アーク溶接の実習、ＭＡＧ溶接機の使用説明、ＭＡＧ

溶接について学習する。 
19. 溶接実習 3 ＭＡＧ溶接の原理・構成、ＭＡＧ溶接について学習する。
20. 溶接実習 3 ＭＡＧ溶接機で継手溶接について学習する。 
21. 溶接実習 3 ＰＢＬ（電流値変化に伴うビードの検討）、溶け込み深さ

の検証方法（エッチング）について学習する。 
22. 電気電子回路実習 3 テスタ回路説明、テスタキット製作、電子工作について学

習する。 
23. 電気電子回路実習 

3 
テスタ使用説明、テスタ使用実習、テスタ作動原理につい

て学習する。 
24. 電気電子回路実習 

3 
抵抗の直列回路・並列回路の解説、キルヒホッフの第一法

則の解説、抵抗値測定について学習する。 
25. 電気電子回路実習 

3 
ホイトストンブリッジについて解説。抵抗値測定について

学習する。 
26. 電気電子回路実習 3 PBL討議・ブリッジ回路について学習する。 
27. 補足講義及び復習 3 溶接，旋盤加工について補足講義と復習を行なう。 
28. 補足講義及び復習 3 フライス盤・平面研削盤，電気電子回路について補足講義

と復習を行なう。 
29. 補足講義・復習、 
及びキャリアガイダンス 3 

測定手仕上げについて補足講義と復習を行なう。 
企業での仕事内容を紹介し、学習意識を養う。 

30. 機械の保守・メンテナンス 
3 
実習で使用した機械の清掃・整備作業を行ない、保守・メ

ンテナンスについて学ぶ。 
学年末試験 [1]  
学習時間合計 90 実時間 75 

学修単位における自学自習時間の保証（レポート頻度など） 
 

 


